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 ここに 2024（令和６）年度に実施しました「宮崎大学 学習カルテ：アンケート」のまとめである「宮崎大学 学生の

生活」をお届けします。 
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　協力してくれた学生の皆さん

初年次アンケート 2023/4/3 ～2023/6/30 最終年次アンケート（学士） 2023/12/1～2024/3/31

学部 学科 専攻・コース 回答数 回答率 学部 学科 専攻・コース 回答数 回答率

教育学部 学校教育課程 小中一貫教育コース 106 93.0 教育学部 学校教育課程 小中一貫教育コース 93 96.9

教職実践基礎コース 15 100.0 教職実践基礎コース 9 81.8

発達支援教育コース 22 100.0 発達支援教育コース 18 85.7

医学部 医学科 　 64 64.0 医学部 医学科 7 5.1

看護学科 　 53 86.9 看護学科 16 26.2

工学部 工学科 応用物質化学系 66 100.0 工学部 旧学科 19 55.9

土木環境工学系 54 98.2 工学科 応用物質化学プログラム 47 85.5

応用物理工学系 57 100.0 土木環境工学プログラム 26 76.5

電気電子工学系 60 98.4 応用物理工学プログラム 30 68.2

機械知能工学系 60 95.2 電気電子工学プログラム 21 40.4

情報通信工学系 63 92.6 機械知能工学プログラム 31 62.0

農学部 植物生産環境科学科 　 50 100.0 情報通信工学プログラム 46 82.1

森林緑地環境科学科 　 47 92.2 農学部 植物生産環境科学科 39 67.2

応用生物科学科 　 51 92.7 森林緑地環境科学科 25 51.0

海洋生物環境学科 　 30 96.8 応用生物科学科 46 82.1

畜産草地科学科 　 51 100.0 海洋生物環境学科 24 70.6

獣医学科 　 32 100.0 畜産草地科学科 54 93.1

地域資源創成学部 地域資源創成学科 　 90 98.9 獣医学科 22 75.9

合計 （在籍数：1,043） 971 93.1 地域資源創成学部 地域資源創成学科 　 67 80.7

合計 （在籍数：1,017） 640 62.9

２年次アンケート 2024/ 2/ 1 ～2024/5/17 最終年次アンケート（修士） 2023/12/1～2024/3/31

学部 学科 専攻・コース 回答数 回答率 学部 学科 専攻・コース 回答数 回答率

教育学部 学校教育課程 小中一貫教育コース 89 92.7 教育学研究科 教職大学院 教職実践開発専攻 17 100.0

教職実践基礎コース 11 100.0 看護学研究科 修士課程 看護学専攻 4 50.0

発達支援教育コース 20 90.9 工学研究科 修士課程 環境系コース 40 95.2

医学部 医学科 　 19 19.4 エネルギー系コース 48 68.6

看護学科 　 20 33.3 機械・情報系コース 21 46.7

工学部 工学科 応用物質化学プログラム 59 96.7 農学研究科 修士課程 植物生産環境科学コース 10 100.0

土木環境工学プログラム 37 64.9 森林緑地環境科学コース 4 57.1

応用物理工学プログラム 50 83.3 応用生物科学コース 4 25.0

電気電子工学プログラム 22 37.3 海洋生物環境科学コース 19 90.5

機械知能工学プログラム 36 58.1 畜産草地科学コース 1 100.0

情報通信工学プログラム 67 91.8 農学国際コース 4 44.4

農学部 植物生産環境科学科 　 42 80.8 医学獣医学総合研究科 修士課程 医科学獣医科学専攻 3 50.0

森林緑地環境科学科 　 33 62.3 地域資源創成学研究科 修士課程 地域資源創成学専攻 7 87.5

応用生物科学科 　 52 92.9 合計 （在籍数：260） 182 70.0

海洋生物環境学科 　 29 87.9

畜産草地科学科 　 44 74.6

獣医学科 　 22 66.7

地域資源創成学部 地域資源創成学科 　 87 92.6

合計 （在籍数：1,039） 739 71.1

対象者数： 3,359名

回答者数： 2,532名

回答率　： 75.4%

調査に参加された学生の皆様

調査実施に尽力いただいた皆様

深く感謝申し上げます。
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ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
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1 　宮崎大学「学習カルテ：アンケート」のまとめ



　2024年度「学習カルテ：アンケート」について

実施方法：ウェブによるアンケート

質問項目：

初年次（４月） ２年次（10月） 最終年次（10月）

入学時 学習の機会 学習の機会

・高校時代の学習 ・地域課題 ・地域課題

・進路選択時の情報活用 ・データ活用 ・データ活用

・志望理由

・入学時の意欲 大学の授業 大学の授業

・オープンキャンパス ・授業が重視する項目 ・授業が重視する項目

・授業の工夫 ・授業の工夫

教育目標

・教育目標の理解 経験の有用性 経験の有用性

・アドミッションポリシーの理解 ・インターンシップ ・インターンシップ

・ディプロマポリシーの理解 ・海外留学・海外研修 ・海外留学・海外研修

・カリキュラムポリシーの理解 ・英語で行われる授業 ・英語で行われる授業

留学 学びのふり返り 学びのふり返り

・入学前の留学、渡航経験 ・成長の実感 ・成長の実感

・在学中の留学の意識 ・身に付いた能力 ・身に付いた能力

・学びの環境 ・学びの環境

住居 ・大学の運営 ・大学の運営

・住居形態 ・他者への推奨 ・他者への推奨

・シラバス活用 ・シラバス活用

生活時間

・読書 生活時間 生活時間

・ボランティア ・授業 ・授業

・事前・事後の学習 ・卒業論文・修士論文

進路・就職 ・サークル活動 ・事前・事後の学習

・準備・活動の開始時期 ・アルバイト ・サークル活動

・進路・就職の希望先 ・アルバイト

・進路・就職の所在地 生活

・就職希望先の条件 ・アルバイト 生活

・朝食 ・アルバイト

・読書 ・朝食

・友人 ・読書

・サークル ・友人

・ボランティア ・サークル

・ボランティア

地域への関心

・興味・関心の推移 地域への関心

・卒業後に希望する所在地 ・興味・関心の推移

・卒業後に希望する所在地

学習環境への満足度

学習環境への満足度

学生の学習状況及び学習ニーズを正確に把握し、その結果を在学中の学習支援の充実や教育改善に活用するこ

とを目的として、全学生を対象に、初年次、２年次、最終年次と在学期間中に３度の学習調査を実施していま

す。
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授業の工夫

●

●

●

学習の機会

●

●

●

●

●

2
学

習

●

● 教員によって様々な指導方法が工夫

され、学年の進行とともにより積極

的にアクティブラーニングが採用さ

れていることがうかがわれる。

学生の理解度に応じたわかりやすい

授業がおこなわれていると認められ

る。

授業時間外に学習するよう教員から

指示される実態がうかがわれる。単

位の実質化という点でこの活動は重

要である。

半数を上回る学生が提出物へのコメ

ント返却を経験している。教員から

のフィードバックは学習動機を高め

ると考えられており、指導上の工夫

としてとくに重要である。

3.2

14.3

8.6

9.1

64.0

62.4

58.6

19.9

27.4

29.0

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

3.3

4.8

15.9

20.1

19.9

56.1

52.0

47.3

25.6

24.6

28.0

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

10.0

7.3

10.8

39.0

31.5

27.4

38.4

43.0

39.2

12.6

18.2

22.6

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

5.4

11.9

12.9

17.7

54.8

45.5

38.2

31.9

40.7

38.7

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

3.6

3.7

21.8

19.8

17.2

55.3

52.0

42.5

19.4

24.6

38.2

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

4.8 23.8

21.8

17.4

55.2

54.5

50.0

16.2

21.2

31.0

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

6.8

4.5

9.7

24.9

20.1

25.3

49.8

47.6

37.6

18.5

27.8

27.4

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

3.0

3.2

13.3

13.0

15.7

57.9

53.6

41.6

25.9

31.8

39.5

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

なかった あまりなかった ある程度あった よくあった

3 　宮崎大学「学習カルテ：アンケート」のまとめ



学習へのコミットメント

●

学

習
●

●

学生の学習時間

●

●

●

●

●

学生はディプロマ・ポリシ－に書か

れた知識や能力を意識して学習をし

ていることがわかる。それによっ

て、学習目標に照らしながら効果的

に現状の自己分析ができる。

● 授業への集中力を維持し、教育効果

を高めるという観点からは、1週間

当たりの授業への出席の時間数は6

時間以上20時間以下が望ましい。

最終年次は、卒業研究中心の生活に

シフトしている。修士課程でその傾

向は強まり、半数近くが週31時間以

上論文執筆に費やしている。

●

学年の進行とともに教育内容が高度

になり、学生がそれに満足している

様子がうかがわれる。

16.7

15.0

14.0

63.7

59.1

52.5

17.2

24.6

33.0

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

3.1 17.3

13.6

6.1

61.1

58.6

57.2

18.5

25.7

35.0

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

4.5 17.9

14.4

10.0

59.8

55.3

53.9

17.8

28.4

34.4

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

39.9

53.1

17.6

34.4

19.6

12.9

9.8

10.1

18.8

4.3

7.8

24.8

4.6

19.1

3.1

5.7

3.9

4.5

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

0.0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～30 31～（時間/週）

14.5

7.2

16.6

11.7

13.2

6.1

13.4

10.0

14.2

16.1

26.3

47.8

0% 25% 50% 75% 100%

学士(最終年次)

修士(最終年次)

0.0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～30 31～（時間/週）

3.6

43.3

47.2

53.6

33.9

27.5

26.5

10.0

9.6

10.3

4.3

6.2

3.1

3.9

3.0

3.4

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

0.0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～30 31～（時間/週）

21.8

24.1

16.1

56.9

43.1

46.1

12.1

14.4

17.8

4.6

5.9

3.9

5.1

5.6 3.9

5.2

6.7

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

0.0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～30 31～（時間/週）
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身に付いた知識・能力

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● 教養的知識に比べ、専門分野ではよ

り顕著に知識が豊富になっている。

● 本学は、「地域のニーズに応える人

材育成・研究」を推進する大学とし

て、全学生を対象に数理的思考力を

身に付けた人材の育成を目指してい

る（宮崎大学データサイエンス・AI

教育プログラム）。

● 授業を通して様々な能力が身につい

たことがわかる。多くの項目で8割

を超える学生が「そう思う」 「ある

程度そう思う」と答え、学年の進行

にともない肯定回答が顕著に増加し

ている。

ここで取り上げるジェネリックスキ

ルは、試験による測定が困難なもの

が含まれる。そのため、本調査に

よって学生の成長過程を把握するこ

とには大きな意味がある。とくに聞

く、書く、話すに関するコミュニ

ケーション能力は、他の資質・能力

の基盤として重要である。科目間の

効果的な連携によって、こうした基

礎的能力が学年とともに向上してい

ることがうかがわれる。

11.0

11.3

13.7

66.8

57.2

55.2

19.9

29.3

28.4

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

12.7

7.0

68.2

58.1

53.8

17.6

33.8

45.7

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

19.2

8.6

61.1

58.2

50.5

17.3

31.8

47.3

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

9.8

6.4

64.5

57.3

54.9

24.1

35.3

41.8

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

23.6

15.2

6.0

60.1

58.2

55.4

13.7

25.4

38.6

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

23.5

15.5

5.4

58.6

56.1

53.3

15.6

26.1

40.8

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

10.6

13.6

16.5

40.4

43.3

36.3

41.5

30.8

30.8

7.6

12.3

16.5

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

4.6

5.0

6.5

28.9

25.6

15.2

55.6

52.2

50.5

11.0

17.1

27.7

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

15.3

10.2

7.7

65.4

56.0

50.3

17.1

32.5

42.1

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた
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●

●

●

●

●

●

●

●

予測困難な時代の到来に備えるた

め、学生自身が目標を明確に意識

し、主体的に学修に取り組むことが

これまで以上に重要になる。さら

に、学習の成果を自ら適切に評価

し、次の学びに踏み出す自律的な学

修者となることが求められている。

現場から学ぶ態度や、主体的に学ぶ

力の項目について、多くの学生が

「身に付いた」と回答しており、学

修者本位の教育がおこなわれている

ことをうかがうことができる。

●

● 判断力、課題解決力などの習得は学

年の進行にしたがって向上が認めら

れる。これはアクティブラーニング

採用の頻度に応じて自分自身で考え

る姿勢が身に付いていることを示唆

する。

18.9

10.6

3.3

63.7

61.9

55.4

15.7

25.6

40.8

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

11.0

6.6

10.3

60.7

55.8

46.7

26.1

36.4

41.8

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

13.3

9.0

4.9

64.4

57.4

55.4

21.0

32.8

39.7

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

3.7

3.4

8.7

20.2

18.3

24.0

59.1

53.1

42.6

17.0

25.2

24.6

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

17.9

11.7

13.0

62.7

59.0

57.1

17.0

26.4

28.8

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

3.1

6.0

17.3

11.5

12.6

61.3

57.4

50.3

18.3

28.2

31.1

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

11.6

6.6

3.8

65.6

58.3

50.3

21.4

34.1

45.9

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

14.6

9.3

61.6

54.6

48.1

21.8

34.7

49.2

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた
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教育目標に関する理解

●

●

●

●

入学時の希望

●

学士(初年次)

卒業後に希望する進路

●

学士(初年次)

3

入

学

時

の

状

況

ディプロマ・ポリシー

　＝卒業要件・学位授与の方針

カリキュラム・ポリシー

　＝教育課程の編成・実施の方針

アドミッション・ポリシー

　＝入学者受入・選抜の方針

宮崎大学では、社会性、主体性、コ

ミュニケーション能力、課題発見・

解決力、教養と専門に関する知識・

技能の育成に力を入れている。こう

した教育目標に関する初年次生の認

知度は61.5％と低い。

学科・課程レベルの３つのポリシー

について、「理解していない」「あ

まり理解していない」学生が30％程

度存在している。学習目標の明確化

は学習意欲を高め学習を継続する上

で重要となる。

※

●

● 入学時点で卒業後の進路を意識して

いる学生が大多数を占める。

学習、進路、課外活動等に対する初

年次学生の高い期待をうかがうこと

ができる。

●

38.5 61.5

0% 25% 50% 75% 100%

学士(初年次)

知らない 知っている

6.1

11.0

18.3

19.4

21.9

23.6

26.3

26.4

27.0

34.9

78.2

77.9

74.7

72.7

69.9

68.4

65.6

51.4

0% 25% 50% 75% 100%

友人関係を広げたい

自分の将来の方向をみつけたい

就職につながる活動をしたい

専門分野について深く学びたい

自由な時間を満喫したい

充実した学生生活に期待している

幅広い知識や教養を身に付けたい

課外活動に力を入れたい

そう思わない あまりそう 思わない ある程度 そう思う そう思う

44.6

31.8

22.6

21.8

12.5

6.7

2.1

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

大学院への進学

専門職（医師、獣医師、教師等）

民間企業

団体職員

公務員（教員以外）

まったく考えていない

その他

6.5 25.2 51.8 16.4

0% 25% 50% 75% 100%

学士(初年次)

理解していない あまり理解していない ある程度理解している 理解している

5.6 23.3 53.6 17.5

0% 25% 50% 75% 100%

学士(初年次)

理解していない あまり理解していない ある程度理解している 理解している

6.0 18.5 51.0 24.4

0% 25% 50% 75% 100%

学士(初年次)

理解していない あまり理解していない ある程度理解している 理解している
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生活の実態

●

学士(初年次)

●

●

交友関係

●

学士(２年次)

4

生

活

● 約半数が1週間の朝食摂取が2回以下

と答え、学年をとおして大きな変化

がみられない。

● 読書は大学教育に基礎を与える重要

な習慣だと考えられるが、2年次の6

割が「ほとんど読まない」と回答す

るなど、その実態は危機的状況にあ

る。

● 交友関係の広がりは認められるもの

の「悩み事を相談できる友達」「尊

敬できる友達」「学習や社会につい

て議論する友達」を持つ学生は多い

とは言えない。

学生寄宿舎 5.2

自宅

25.9

賃貸アパート・マンション

66.6

その他

21.5

25.7

23.9

25.9

29.6

27.2

13.7

12.7

16.1

13.7

12.5

12.8

25.2

19.5

20.0

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

まったく食べない 週1～2日食べる 週3～4日食べる 週5～6日食べる 毎日必ず食べる

48.2

57.4

48.5

38.9

26.6

25.3

30.0

32.2

19.9

11.8

16.4

20.0

5.3

5.5

5.2

8.9

0% 25% 50% 75% 100%

学士(初年次)

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

ほとんど読まない 2～3ヶ月に1冊程度 1ヶ月に1～2冊程度 1ヶ月に3冊以上

90.2

64.8

53.7

48.2

42.4

31.0

2.9

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

一緒に遊んだりする友達

授業や就職等の情報を交換する友達

悩み事を相談できる友達

尊敬できる友達

学習や社会について議論する友達

学習やスポーツで競い合う友達

いない
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アルバイトの実態

●

●

学士(最終年次)

●

学士(最終年次)

生活費 について　※参考資料

収　入（年間）

宮崎大学生 全国国立大平均

自宅 下宿・アパート 自宅 下宿・アパート

家庭から

奨学金

アルバイト

定職収入

計

注）授業料等の学校納付金を除く

区分

出典：日本学生支援機構（JASSO）「令和４年度学生生活調査」

504,700

211,700

175,200

1,700

893,300

781,500

523,400

207,600

3,800

1,516,300

532,200

227,300

390,300

110,200

保健衛生費

娯楽・し好費

その他

計

67,500

2,500

36,200

50,000

-

34,200

65,800

87,800

344,000

修学費

課外活動費

通学費

食費

自宅 下宿・アパート

1,260,000

1,067,300

362,400

340,600

62,600

1,832,900 住居・光熱費

51,400

26,700

95,000

94,100 271,400

480,500

20,000

46,900

275,500

450,100

区分

54,100

49,800

136,500

161,200

1,193,100

37,600

97,500

110,900

1,092,600

42,300

135,400

153,600

598,500

支　出（年間）

48,600

27,600

17,500

● 学生がアルバイトから多くの刺激を

受けている。ここから、アルバイト

が学習の機会としても機能している

ことがうかがわれる。

●

宮崎大学生 全国国立大平均

自宅 下宿・アパート

多くの学生がアルバイトをしてお

り、3割の学生が１週間に16時間以

上従事している。

● アルバイト収入の使い道は衣食住、

娯楽・レジャーが中心である。

11.0

14.4

25.3

18.6

18.0

17.4

21.7

20.9

16.3

22.9

17.0

15.2

15.3

15.4

14.0

6.5

7.5

5.1

3.9

6.7

6.7

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

0.0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～30 31～（時間/週）

3.3

4.5

3.5

3.8

4.3

6.0

5.8

5.5

8.0

8.1

9.8

9.0

9.3

42.9

44.2

44.3

46.8

45.8

44.6

42.5

46.3

46.3

50.2

47.2

47.0

44.9

43.9

43.9

43.3

41.2

40.5

0% 25% 50% 75% 100%

他者と協働する力

主体的に行動すること

自分の適性に対する理解

思考力・判断力

人に分かりやすく話す力

幅広い知識・ものの見方

将来に役立つ知識・スキル

社会貢献の意義に対する理解

仕事や社会の仕組みに対する理解

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

衣食住費

48.5

勉学費（教材等） 3.5

娯楽・レジャー

33.4

貯金 9.9
その他 4.7
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　サークル・同好会

●

学士(最終年次)

●

学士(最終年次)

　ボランティア活動の経験

●

学士(最終年次)

●

学士(最終年次)

5

正

課

外

の

経

験

● ボランティア活動の経験者は半数以

下と少ないが、ボランティア活動を

経験した学生は様々な能力が身につ

いたと答えている。

● サークル活動の経験者は、そこから

多くの刺激を受けており、学習の機

会としても充実している様子がうか

がえる。

35.9

33.8

20.5

7.1

4.4

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

未加入

大学公認サークル

以前加入していた

非公認サークル

学外団体

5.0

4.5

5.5

5.5

6.5

5.8

6.8

7.8

15.8

8.8

12.6

14.6

12.6

13.3

12.8

17.6

19.1

21.4

41.7

42.7

43.3

45.5

44.5

46.7

41.7

42.0

36.4

44.5

40.2

36.5

36.4

35.7

34.7

33.9

31.2

26.4

0% 25% 50% 75% 100%

他者と協働する力

主体的に行動すること

人に分かりやすく話す力

自分の適性に対する理解

幅広い知識・ものの見方

思考力・判断力

将来に役立つ知識・スキル

社会貢献の意義に対する理解

資格の取得につながる知識・スキル

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

3.8

3.4

6.2

7.2

7.9

10.0

8.3

10.0

8.9

11.3

10.7

42.6

43.8

46.0

44.0

47.6

45.9

48.5

46.4

48.6

49.1

46.6

44.0

42.3

41.7

41.4

40.2

39.9

37.2

0% 25% 50% 75% 100%

他者と協働する力

主体的に行動すること

社会貢献の意義に対する理解

人に分かりやすく話す力

思考力・判断力

自分の適性に対する理解

幅広い知識・ものの見方

将来に役立つ知識・スキル

仕事や社会の仕組みに対する理解

身に付いていない あまり身に付いていない ある程度身に付いた 身に付いた

53.7 29.3 4.7 4.0 8.3

0% 25% 50% 75% 100%

学士(最終年次)

0日 1～5日 6～10日 10～20日 21日以上
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インターンシップの経験

●

●

海外留学・海外研修の経験

●

●

● インターンシップ（5日以上）経験

者は半数に満たないが、経験した学

生はそれが有用だったと非常に高く

評価している。

● 海外留学・海外研修を経験した学生

は少数であるが、経験した学生は有

用であったと回答している。とくに

修士最終年次で顕著である。

88.1

83.2

86.5

11.9

16.9

13.4

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

経験なし 経験あり

18.5

15.4

4.0

21.8

20.1

8.0

26.9

30.2

24.0

32.8

34.3

64.0

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

有用ではなかった あまり有用ではなかった ある程度有用だった 有用だった

78.1

57.8

63.8

22.0

42.2

36.2

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

経験なし 経験あり

10.0

7.6

4.4

12.7

10.7

3.0

26.4

25.4

19.3

50.9

56.4

73.2

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

有用ではなかった あまり有用ではなかった ある程度有用だった 有用だった
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学習環境に関する評価

●

●

●

学士(最終年次)

●

●

●

● 学年が進行するにつれて成長の実感

が高まっている。

● 本学では、「学生参加のFD研修会」

や「学生連絡協議会」などを通し

て、学生と教員の意見交換会を実施

し、教育環境の改善に役立ててい

る。

本学では、在学生対象の学生調査

「学習カルテ：アンケート」をはじ

め、各授業の学びを振り返る「授業

ポートフォリオ」、卒業生対象の

「卒業生アンケート」等を実施し、

教育の改善に活用している。

6

宮

崎

大

学

の

学

習

環

境

6.6

6.6

11.7

36.6

28.9

23.9

46.6

47.1

43.3

10.1

17.4

21.1

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

7.2

7.6

12.8

27.4

24.2

29.4

50.7

47.3

36.7

14.8

20.9

21.1

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

7.5

3.9

3.3

22.7

18.6

18.3

57.1

54.8

51.1

12.8

22.8

27.2

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

5.2

5.0

13.3

7.9

10.1

63.7

60.7

59.0

17.7

26.3

28.1

0% 25% 50% 75% 100%

学士(２年次)

学士(最終年次)

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

6.4

5.3

3.4

29.3

26.9

12.2

5.9

41.9

44.6

47.0

40.9

22.4

23.2

37.4

51.5

0% 25% 50% 75% 100%

１年次

２年次

３年次

４年次

成長しなかった あまり成長しなかった ある程度成長した 成長した
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　研究について

●

●

　大学院生の生活時間

●

　大学院生の生活 について　※参考資料

●

収　入（年間） 支　出（年間）

宮崎大学 大学院 全国国立大平均 宮崎大学 大学院 全国国立大平均

自宅 下宿・アパート 自宅 下宿・アパート 自宅 下宿・アパート 自宅 下宿・アパート

家庭から

奨学金

アルバイト

定職収入

計

注）授業料等の学校納付金を除く

●

7

大

学

院

生

の

生

活

1,072,000 1,434,700 1,441,700 2,010,100

通学費

住居・光熱費

185,000 203,000 403,400 367,200

60,000 107,800 231,700 161,900

315,000 676,900

● 高度な専門知識を応用する能力は、

99.5%が身に付いたと回答してい

る。自由記述回答でも「非常に濃い

学びの時間だった」「文句の言いよ

うがないくらい学ばせてもらった」

などと、充実した大学院での学びを

振り返るコメントが見られた。

43,500 35,700

課外活動費 17,500 13,500 10,500 14,500

● 修士課程では修士論文・研究と授業

に関連しない自習の時間が長い点に

特徴がある。

出典：日本学生支援機構（JASSO）「令和４年度学生生活調査」

修学費

－ 545,000

保健衛生費 40,000 30,400 45,600 51,900

130,000 55,800 110,400 25,300

食費 55,000 322,500 153,000 350,800

681,000 1,374,700

その他 70,000 159,300 167,600 178,600

娯楽・し好費 110,000 152,500 150,400 172,900

区分 区分

計 442,500 1,061,300

－ 311,000

20,000 16,300498,600 1,033,400

512,000 447,000 308,000 447,600

53.8 45.7

0% 25% 50% 75% 100%

修士(最終年次)

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

3.3 43.2 53.6

0% 25% 50% 75% 100%

修士(最終年次)

成長しなかった あまり成長しなかった ある程度成長した 成長した

42.9

35.7

28.6

64.3

64.3

21.4

28.6

42.9

21.4

21.4

14.3

21.4

28.6

14.3

14.3

21.4

14.3

0% 25% 50% 75% 100%

希望の就職先や進学先へ行けるか不安

卒業後にやりたいことがみつからない

授業の内容についていっていない

経済的に続けることが難しい

学内の友人関係の悩みがある

そう思わない あまりそう思わない ある程度そう思う そう思う

53.1

47.2

16.1

25.3

7.2

19.6

27.5

46.1

17.4

11.7

10.1

9.6

17.8

16.3

6.1

7.8

6.2

3.9

15.2

10.0

3.9

5.6

14.0

16.1

3.9

5.1

47.8

4.5

3.4

6.7

6.7

0% 25% 50% 75% 100%

修士論文・研究

授業（実験・実習を含む）

授業に関連する学習

授業に関連しない自習

アルバイト

0 1～5 6～10 11～15 16～20 21～30 31～（時間/週）

13 　宮崎大学「学習カルテ：アンケート」のまとめ



   

  

 


